
石積み～自立型コンクリートブロック積みへ 

 
昭和40年初期まで                    昭和50年以降                     平成10年 

 

      ☆採石による自然環境の破壊   ☆石工職人の減少                       ☆機械による施工 

        ・採石の法規制         ・施工性の向上                        ・施工性の向上 

        ・石材の減少          ・コストの縮減                        ・コストの縮減  

                        ・工期の短縮                         ・工期の短縮  

 

 

 

 

 

                                                                                

  

 

                                               

                                               

☆曲面擁壁の傷なし構築を実現                          ☆断面が自由(等厚、不等厚)な擁壁可能 

・施工の向上                                     ・施工の向上(軽量組立) 

 ・景観・環境の保全                                 ・耐震性の向上(鉄骨構造) 

・リサイクル材の活用                                 

                                 

                             

                                                                                    

                    

                             

   

   

  

 

 

 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ化 容易に施工できる自立型  自立型コンクリートブロックの大型化 
間知石や雑割石 間知ブロック 自立型コンクリートブロック(JIS、NETIS) Ｖロック(中型ブロック) 

空積み 

平成29年 

練積み 

空積み 

曲面勾配・植栽 

     石垣ＰＢ 近日発売 

曲面ブロック 

( ﾎﾟｰﾗｽｺﾝｸﾘｰﾄ ) 

控長：350mm､450mm､500mm､550mm 控長：350mm､450mm､500mm､550mm 

 

ガーデアン(組立式大型ブロック) 
曲面擁壁に対応する空積み 

(必要に応じ練積み) 

多用化 

☆景観・環境の保全 

控長：420mm､560mm､640mm,710mm 

ロボック(中型ブロック) 
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・等厚もたれ式・重力式・不等厚もたれ式・逆台形式 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図   従来型間知ブロックと自立型コンクリートブロックの施工比較 
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裏込めコンクリート 0～ 200mm  

生コンロスが発生しない 

施工が早い 

打継ぎ面が少ない 

 

裏型枠が不要で施工が早い 
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 ｷｬﾝﾊﾟｰによる調整 



【自立型コンクリートブロック使用による利点】

（１）施工性 ：　1日の施工性が良く、工期の短縮が可能である。 　　［法長4.50ｍ（18段）施工した場合の例］

20m 40m 80m 120m 160m 200m 240m 280m 1日の施工面積

18(9)日 18(9)日 18(16)日 25日 33日 41日 49日 58日 22㎡/日(標準)

6日 6日 11日 17日 22日 27日 33日 38日 33㎡/日(標準)

（2）強度 : ①自立型ブロック：控え部分がくびれ状(H形状)の自立型ブロックは中詰コンクリートにより一体化し、抜け出し破壊しない。
　 間知ブロック：くさびの形状をした従来型間知ブロックは、前方に抜け出し破壊する欠点がある。
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図 従来型間知ブロックと自立型コンクリートブロックの施工工程比較

尻(胴)がいなどにより
位置決めする。

ヌキによる
裏型枠の固定

裏型枠

裏込材の投入

胴込・裏込コンクリート打設

15%程度ロスが
発生する。

2段目以降も根石設置工程同様に1段ずつの施工を繰り返し、
計画高さまで積上げる。

キャンバーによる調整

裏込材の投入

裏型枠不要

中詰コンクリート打設

ロスは発生しない
(3)根石ﾌﾞﾛｯｸより上段は、積ブロックの据え付けと裏込砕石を併行し2～3段ずつ積み上げる。
(4)2～3段積上げ毎に中詰コンクリートを1回で打設し（上段の中詰コンクリートは1/2まで)

(1)基礎ﾌﾞﾛｯｸを据付後、基礎ブロックの１／２まで中詰コンクリートを打設置する。

(2)基礎ﾌﾞﾛﾂｸ上に根石ﾌﾞﾛｯｸを据付け(ｷｬﾝﾊﾞｰ調整)、根石ﾌﾞﾛｯｸの１／２まで中詰コンクリートを打設し基礎工と一体化する。
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① ⑤

※基礎設置後の工程

ブロック設置
↓

裏込材投入

2～3段繰り返す
1.5～2.5段分同時に
中詰コンクリート打設

※バイブレーター等を使用し

空積で1段積上げ

空積で2段積上げ

空積で3段積上げ

裏込コンクリート

200mm

350mm

500mm

ブロック控長

200mm
350mm

500mm
550mm

～

500mm

ブロック控長

自立型

従来型

②自立型は中詰コンクリートの打ち継ぎ面が少なく壁体強度の弱点が少ない。

・従来型：1段毎に胴込コンクリートの打ち継ぎ面が生じる。
・自立型：2～3段毎に中詰コンクリートを打つため継ぎ面が1/2～1/3に減少する。

（3）現場で発生している経費の差
①裏型枠

・自立型：裏型枠の材料費（損料）が不要である。
・従来型：引抜き型枠の損料が発生する。

②作業員の手待ち（ロス）
・自立型：連続作業できるため、作業員の手待ち（ロス)が少ない。
・従来型：現場の施工条件によって作業労務の手待ちが生じる。

③生コンのロス
・自立型：コンクリートの打設回数(2～3段毎)が少なく、コンクリートのロスが少ない。
・従来型：積(張)ﾌﾞﾛｯｸでは、施工性に重きを置き生コンクリートのロス量が多い。

④その他
・自立型：工事日数の短縮による現場仮設費及び管理費が縮減できる。
・作業工程の段取替や生 ｺﾝ搬入待ち などによる現場の施工時間のロスが少ない。

☆延長と法長に比例して、自立型コンクリートブロックと従来型間知ブロックとの工事日数の差は大きく開く。
①１日に２～３段積み上げが可能である。
② 裏型枠の設置・取り外しが不要である。
③ 積ブロックの前面壁と控壁が同じＨ型で安定性がありキャンバー等による微調整で固定できる。

② ③ ④

(注)

施工実績

による。

☆自立型は、施工延長120ｍまで2～3段/日積み、120m以上は1段／日積み ※従来型の( )書きは１日2段積み施工した場合の日数。

1段
2023.  4.  

施工

手順

2段

中詰ｺﾝｸﾘｰ
控長
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